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立式のコツと“解”の意味
May 22, 2013

加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。
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定まる答（と「定まる理由」）とは？
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（加減による）「消去法」は、中国では一世紀には
知られておった。“方程”式の由来である『九
章算術』を三世紀に改訂したのが私、劉徽
（りゅうき Liú Huī）じゃ。
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(y)
25＋
     
20＋ 
　　　 
15＋ 
　　　
10＋
　　　　　　　
 5＋　　　　　
　　　　　　　
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋ 
　　
10＋
　　　　　　　
 5＋　　　　　
　　　　　　　
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
May 22, 2013

加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋
　　　　　　　
 5＋　　　　　
　　　　　　　
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
May 22, 2013

加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋
　　　　　　　
 5＋　　　　　
　　　　　　　
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
May 22, 2013

加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋
　　　　　　　
 5＋　　　　　
　　　　　　　
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
May 22, 2013

加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋
　　　　　　　
 5＋　　　　　
　　　　　　　
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
May 22, 2013

加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋・・・・・・
　　　　　　　・
 5＋　　　　　・
　　　　　　　・
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
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加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋・・・・・・
　　　　　　　・
 5＋　　　　　・
　　　　　　　・
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。
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立式のコツと“解”の意味
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加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋・・・・・・
　　　　　　　・
 5＋　　　　　・
　　　　　　　・
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。

この考え方（解析幾何学）の基本である“直
交座標”は、私、デカルト（Descartes:1596-16
50）が『方法論序説』で提示したものだ。
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立式のコツと“解”の意味
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加藤 厚

p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋・・・・・・
　　　　　　　・
 5＋　　　　　・
　　　　　　　・
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。

この考え方（解析幾何学）の基本である“直
交座標”は、私、デカルト（Descartes:1596-16
50）が『方法論序説』で提示したものだ。
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p.23のNo. 4の３つの立式法

①「50円切手がX枚」：
　50xX+90x(1/1.5)X=1650
　50X+60X=110X=1650
　→X=1650/110=15‥答

②「90円切手がY枚」：
　50x1.5Y+90xY=1650
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　10×1.5=15‥答

③「50円切手がX枚で90円切手がY枚」：
　50X+90Y=1650 & X=1.5Y→50X=75Y & 90Y=60X
　75Y+90Y=165Y=1650→Y=10　X=15‥答

考え方１：
整理・統合で一方を
消去すれば、残りの
値（＝解）は定まる。

50円切手と90円切手が
合わせて1650円分ある。

50円切手の枚数が90円
切手の枚数の 1.5倍な
ら、50円切手は何枚？

基本：答=X‥変数は最少=1つに留める。

計算が楽そうなら「他の数」=YもOK。

変数２つ：答=X、「他の数」=Y‥もOK。

XやYだけを含む式の整理で答
が定まるのは当然。では、XとY
を含む２つの式の整理・統合で
定まる答（と「定まる理由」）とは？

(y)
25＋
     5X+9Y=165→9Y=-5X+165
20＋ →Y=-(5/9)X+165/9
　　　 ‥y=-0.556x+18.333
15＋        X=1.5Y → Y=2/3X
　　　　　　　　　‥y=0.667x
10＋・・・・・・
　　　　　　　・
 5＋　　　　　・
　　　　　　　・
 0    ＋  ＋  ＋  ＋  ＋(x)
   0   5   10  15  20  25

考え方２：
各式を線として座標上に
示した時、その交点は“両
式を成立させる値”＝解。

この考え方（解析幾何学）の基本である“直
交座標”は、私、デカルト（Descartes:1596-16
50）が『方法論序説』で提示したものだ。


